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てててててててけけてけてけててけてけけけけけけけけけけ向けけ向けけ向向ららららへらへへへらへへへへへららへらへへへへ向かかかかからかからかかからかられれれれかれこここここここれれここここれれ 向向向向向向向向向向向向向ららららららられれれれれれれれれれれ てててててててててててかかかかかかかこここ けけけけけへへへへへへへへ向向向向けけけれれかれれれれかれかららかかかかかここここここ らららこれからへ向けてこれからへ向けてこれからへ向けて

　

ふ
た
ば
園
の
新
園
舎
を
来
年
３

月
完
成
へ
向
け
次
の
業
者
に
発
注

さ
れ
ま
し
た
。

　

請
負
業
者

　
　

河
野
建
設
株
式
会
社

　

請
負
金
額
　

２
億
１
千
439
万
円

　

委
員
１
名
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

中
武
節
子
氏
が
、
継
続
し
て
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計

問
１
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
運
営
変

更
実
績
及
び
返
礼
品
は
？

答
１
　

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
へ
の

登
録
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
受
付
も
行
っ
て
い
る
。
毎
年
件

ふ
た
ば
園
建
設
工
事

の
契
約
な
ど
を
締
結

教
育
委
員
会
委
員

を
任
命
し
ま
し
た

地方交付税
12億7977万円
43.3%

分担金及び負担金
165万円
0.1%

使用料及び手数料
4033万円
1.4%

国庫支出金
1億8722万円
6.3%

県支出金
1億3649万円
4.6%

村税
1億4114万円
4.8%

村債
1億6688万円
4.3%

諸収入
4400万円
1.5%

繰越金
1億166万円
3.4%

繰入金
7億8073万円
26.4%

寄付金
86万円
0.0%

財産収入
5777万円
2.0%

地方譲与税
2643万円
0.9% 利子・配当割交付金

36万円
0.0%

株式等譲渡所得割交付金他
2992万円
1.0%

歳入合計　29億5538万円

総務費
9億5876万円
34.1%

民生費
3億8208万円
13.6%

衛生費
2億1121万円
7.5%

農林水産業費
4億7313万円
16.8%

商工費
4792万円
1.7%

土木費
2億4996万円
8.9%

消防費
3721万円
1.3%

教育費
1億3498万円
4.8%

議会費
5364万円
1.9%

公債費
2億1072万円
7.5%

災害復旧費
4988万円
1.8%

諸支出金
346万円
0.1%

歳出合計　28億1295万円

決
算
認
定

質
疑
応
答

平成30年度
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ののの良良の良の良良のののの良良良米米米米米米米良良良良良良良良良良良米米米米米米米米米西西西西西西西西西西西西西西 のののののののののののの良米良米良良西西 良ののの米米米米米米米米米西米良の西米良の西米良の
　令和元年第３回村議会定例会は、９月６日から１３日までの８日間の会期で開催されました。
議長報告、委員長による活動報告、行政報告、決算審査報告などの報告７件、補正予算などの
議案１５件、決算認定７件、意見書の提出に係る議員発議案１件を審議し、すべて全会一致で
可決しました。
　また、１名が一般質問を行いました。

平成30年度一般会計・特別会計歳入・歳出決算
歳　　入 歳　　出会　計　名

一　　般　　会　　計

国 民 健 康 保 険 事 業

国民健康保険診療施設勘定

介　護　保　険　事　業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

簡　易　水　道　事　業

下 　 水 　 道 　 事 　 業

実質収支

２９億５５３８万円

３億　１６６万円

２億８７０５万円

２億２５４２万円

２５５０万円

５２３８万円

２５３６万円

３８億７２７５万円

２８億１２９５万円

２億８２８６万円

２億７９８７万円

１億９５１３万円

２４４９万円

５０４７万円

２２９９万円

３６億６８７６万円

１億　２０５万円

１８８０万円

７１８万円

３０２９万円

１０１万円

１９１万円

２３７万円

１億６３６１万円合　　　計

数
金
額
も
増
え
て
お
り
、
返
礼
品

は
米
、
ジ
ビ
エ
商
品
、
柚
商
品
、

は
ち
み
つ
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
利
用

券
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
。

問
２
　

西
米
良
村
村
有
施
設
ア
ス

ベ
ス
ト
調
査
は
？

答
２
　

ふ
た
ば
園
、
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
、
村
所
公
民
館
と
竹
原
協

業
セ
ン
タ
ー
の
調
査
を
行
っ
た
が

ア
ス
ベ
ス
ト
は
な
か
っ
た
。

問
３
　

明
日
へ
の
翼
に
つ
い
て
終

了
後
に
、
参
加
者
の
報
告
会
は
行

わ
れ
た
が
、
報
告
会
以
外
に
参
加

者
の
ア
ク
シ
ョ
ン
（
取
組
・
活

動
）
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
前
回

の
反
省
は
？

答
３
　

参
加
者
は
各
種
会
合
、
村

内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
意
識

の
変
化
が
見
ら
れ
、
事
業
の
成
果

が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。
今
年

度
実
施
す
る
に
当
た
り
、
昨
年
度

参
加
者
と
の
協
議
を
行
い
、
前
回

の
反
省
を
反
映
し
て
い
き
た
い
。

問
４
　

地
域
協
力
隊
の
内
容
は
？

答
４
　

平
成
30
年
度
は
、
ジ
ビ
エ

施
設
に
２
名
、
保
育
園
に
１
名
合

計
３
名
。
本
年
度
は
４
月
に
学
校

特 

別 

会 

計

特別会計の状況
国 民 健 康 保 険 事 業

国民健康保険診療施設勘定

介　護　保　険　事　業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

簡　易　水　道　事　業

下 　 水 　 道 　 事 　 業

加入状況 １７２世帯　被保険者数 ２７３人

特
　

別
　

会
　

計

加入状況 ３４８世帯　被保険者数 ４８６人

被保険者数 ３０６人

給水世帯 ４５５世帯　給水人口 ７５３人　普及率 ６６．８％

下水道、合併浄化槽を合わせて ４６３人　普及率 ８０．０％

入院患者 １，７５４人　外来患者 ９，９９６人　歯科 １，３８５人
合計 １３，１３５人が利用

※一般会計の実質収支については、翌年度繰越財源を除くため一致しない。

のののの年年0年年年03成平平平平 度度度度年年年年年年平平平平成成成成成成成成 のののののの330000 度度度度の平成成成3 年度度年 の年年3平平平平平 のの3
認をををを決決決決算算算算 認認認決決決 をををををを決決決決 認算算算 認認決決決決 定定定定定定定定定定定定

平成30年度の平成30年度の
決算を認決算を認定
平成30年度の
決算を認定
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教
育
に
１
名
、
小
川
作
小
屋

に
７
月
か
ら
１
名
、
さ
ら
に

は
ジ
ビ
エ
施
設
に
１
名
を
予

定
し
て
い
る
。

問
５
　

米
良
バ
イ
ト
の
状
況

は
？

答
５
　

30
年
度
は
４
名
、
32

日
間
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
な
ど

の
農
作
業
や
米
良
食
品
で
働

い
た
。
今
後
も
西
米
良
を
ア

ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
参
加
者

の
確
保
を
行
っ
て
い
く
。

問
６
　

免
許
証
返
納
タ
ク
シ

ー
利
用
券
に
つ
い
て
、
使
用

で
き
な
か
っ
た
券
を
商
品
券

に
利
用
で
き
な
い
か
？

答
６
　

商
品
券
に
つ
い
て
は
、

利
用
目
的
の
趣
旨
が
変
わ
っ

て
く
る
の
で
、
利
用
券
の
使

用
期
限
の
延
長
を
検
討
し
て

い
る
。

問
７
　

村
営
バ
ス
乗
務
員
の

確
保
と
、
バ
ス
未
使
用
時
間

の
バ
ス
を
大
王
に
移
動
し
、

村
所
驛
駐
車
場
を
開
放
で
き

事
業
で
５
名
に
お
む
つ
、
爪

切
り
な
ど
を
支
給
し
た
。
大

変
あ
り
が
た
い
と
の
感
謝
の

言
葉
も
い
た
だ
い
て
る
。

問
11
　

田
無
瀬
地
区
の
飲
料

水
施
設
管
理
の
要
望
後
の
対

応
は
？

答
11
　

事
業
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
県
と
の
協
議
中
で
あ

り
、
な
る
べ
く
早
く
回
答
を

し
た
い
。

問
12
　

農
業
次
世
代
人
材
投

資
事
業
の
内
容
は
？

答
12
　

新
規
就
農
者
に
対
し

年
間
150
万
円
を
５
年
間
交
付

す
る
事
業
で
平
成
30
年
度
は

カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
生
産
農
家

１
名
、
柚
子
生
産
農
家
２
名

に
交
付
を
お
こ
な
っ
た
。

問
13
　

地
籍
調
査
作
業
員
の

安
全
対
策
は
？
　

答
13
　

作
業
の
コ
ー
ス
確
認
、

安
全
作
業
の
打
合
わ
せ
を
確

実
に
行
う
よ
う
に
協
議
し
た
。

ま
た
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ

ー
や
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
持

参
す
る
よ
う
に
対
策
を
行
っ

た
。

問
14
　

双
子
キ
ャ
ン
プ
場
の

整
備
計
画
の
内
容
は
？

答
14
　

本
年
度
基
本
計
画
を

作
成
し
、
令
和
２
年
度
か
ら

建
物
設
計
、
工
事
開
始
。
令

和
４
年
度
完
成
予
定
。

問
15
　

観
光
施
設
備
品
購
入

の
内
容
及
び
西
米
良
温
泉
修

繕
料
の
内
容
は
？

答
15
　

温
泉
レ
ス
ト
ラ
ン
高

机
購
入
250
万
、
食
器
等
購
入

代
99
万
、
湖
の
駅
　

冷
蔵
庫
、

作
小
屋
　

給
湯
器
な
ど
で
あ

る
。
修
繕
の
主
な
も
の
は
、

ポ
ン
プ
交
換
、
換
気
扇
取
り

替
え
な
ど
。

問
16
　

神
楽
の
今
後
に
つ
い

て
は
？

答
16
　

米
良
山
の
神
楽
の
調

査
が
今
年
で
３
年
目
と
な
り
、

10
月
ま
で
に
は
原
稿
を
作
成

し
、
調
査
委
員
会
を
開
催
し
、

を
し
て
い
な
い
。

問
９
　

認
定
こ
ど
も
園
の
保

育
士
を
研
修
に
出
し
た
理
由

及
び
派
遣
途
中
で
中
断
し
た

後
、
な
ぜ
他
の
職
員
を
派
遣

し
な
か
っ
た
の
か
？

答
９
　

令
和
２
年
度
よ
り
認

定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
に

伴
い
保
育
士
の
指
導
的
立
場

で
あ
る
職
員
を
認
定
こ
ど
も

園
に
派
遣
す
る
こ
と
で
、
そ

の
運
営
方
法
に
つ
い
て
学
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
派

遣
し
た
。
ま
た
他
の
職
員
を

派
遣
で
き
な
か
っ
た
の
は
、

職
員
不
足
に
よ
り
派
遣
で
き

る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
長
期

派
遣
が
出
来
な
い
分
、
湯
前

町
の
認
定
こ
ど
も
園
に
１
日

研
修
を
行
う
な
ど
認
定
こ
ど

も
園
絡
み
の
研
修
に
職
員
を

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
る
。

問
10
　

出
産
準
備
品
交
付
の

状
況
と
そ
の
反
応
は
？

答
10
　

平
成
30
年
度
か
ら
の

な
い
か
？

答
７
　

乗
務
員
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等

で
募
集
を
お
こ
な
っ
て
い
る

が
、
応
募
が
な
い
。
駐
車
場

解
放
に
つ
い
て
は
、
乗
務
員

と
協
議
し
検
討
す
る
。

問
８
　

買
い
物
支
援
事
業
実

績
と
課
題
及
び
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
券
に
つ
い
て
、
ま
た
本

年
度
は
制
度
見
直
し
の
話
も

あ
っ
た
が
、
協
議
会
な
ど
は

開
催
し
た
の
か
？

答
８
　

買
い
物
支
援
事
業
は

30
年
度
32
件
の
利
用
。
31
年

度
よ
り
毎
月
商
工
会
へ
の
事

務
委
託
料
を
５
万
円
か
ら
３

万
円
に
減
額
を
し
た
。
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
券
利
用
率
は

43
％
の
利
用
率
と
な
っ
て
い

る
。
高
齢
者
の
バ
ス
料
金
を

変
更
す
る
こ
と
等
も
念
頭
に

お
き
な
が
ら
、
制
度
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
協

議
会
に
つ
い
て
は
ま
だ
開
催



西米良村議会だより
５

文
化
庁
に
書
類
を
提
出
す
る

運
び
と
な
っ
て
い
る
。

問
17
　

村
税
増
加
の
要
因

は
？

答
17
　

カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
、

柚
子
生
産
な
ど
の
農
業
所
得

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問
18
　

結
婚
準
備
金
利
用
状

況
は
？

答
18
　

近
年
利
用
者
が
な
く

な
り
、
昨
年
も
実
績
が
な
か

っ
た
た
め
に
、
資
金
の
５
千

万
円
を
村
に
戻
し
た
。

　

災
害
に
係
る
未
然
防
止
と

発
生
後
の
迅
速
な
対
応
に
向

け
て
、
地
方
創
生
の
取
組
と

連
携
し
な
が
ら
国
土
強
靭
化

対
策
を
よ
り
一
層
推
進
さ
れ

る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　

１
千
871
万
４
千
円
を
追
加

総
額
２
億
７
千
908
万
１
千
円

◆
診
療
施
設

　

４
万
１
千
円
を
追
加

総
額
２
億
５
千
984
万
１
千
円

◆
介
護
保
険
事
業

　

２
千
867
万
１
千
円
を
追
加

　

総
額
２
億
４
千
187
万
７
千
円

◆
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

101
万
１
千
円
を
追
加

　

総
額
　
　

２
千
468
万
４
千
円

◆
簡
易
水
道
事
業

　

91
万
４
千
円
を
追
加

　

総
額
　
　

６
千
114
万
５
千
円

◆
下
水
道
事
業

　

137
万
５
千
円
を
追
加

　

総
額
　
　

２
千
541
万
２
千
円

と
す
る
。

　

鉱
山
谷
古
川
線
（
と
の

さ
ま
街
道
）
な
ど
の
災
害

復
旧
工
事
に
２
千
700
万
円
、

災
害
対
策
費
１
千
336
万
６

千
円
、
村
政
130
周
年
記
念

事
業
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
１
千
171
万
７
千

円
、
決
算
剰
余
金
を
財
政

調
整
基
金
へ
積
み
立
て
５

千
200
万
円
を
含
め
、
１
億

２
千
890
万
６
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
総
額
32
億
２

千
26
万
円
と
す
る
一
般
会

計
補
正
予
算
を
議
員
全
員

の
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
財
産
取
得

　

作
業
路
の
開
設
に
当
た
っ

て
、
利
活
用
の
高
い
板
谷
の

分
集
林
購
入
。

面
積
７
万
1
千
529
㎡
、
材
積

２
千
14
㎥

　

購
入
金
額
　

土
地
50
万
703

円
、
立
木
195
万
４
千
519
円
。

◆
工
事
請
負
契
約
を
締
結

　

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

整
備
工
事

　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
へ
向
け
た
工
事
が
次
の
業

者
に
発
注
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
負
業
者
　

エ
コ
ー
電
子

工
業
株
式
会
社

　

請
負
金
額
　

２
億
２
千
212

万
３
千
205
円

●
個
人
住
民
税
関
係

　

単
身
児
童
扶
養
者
の
扶
養

親
族
申
告
書
（
給
与
・
年
金
）

記
載
事
項
へ
の
追
加

　

単
身
児
童
扶
養
家
庭
の
経

済
的
支
援
の
充
実
を
図
る
た

め
の
非
課
税
措
置

●
軽
自
動
車
税
関
係

　

グ
リ
ー
ン
化
特
例
軽
減
課

税
の
適
用
が
２
年
延
長

●
西
米
良
村
印
鑑
条
例
の

　

一
部
改
正

　

印
鑑
証
明
に
変
更
後
の
氏

と
と
も
に
旧
氏
の
併
記
が
可

能
と
な
る
。（
要
申
請
）

●
菊
池
奨
学
金
条
例
の
一
部

　

改
正

　

貸
付
継
続
年
限
を
４
年
か

ら
５
年
に
改
正
。
短
期
大
学

や
専
門
学
校
の
卒
業
ま
で
学

生
の
援
助
が
可
能
と
な
る
。

●
西
米
良
村
議
会
委
員
会
条

　

例
の
一
部
改
正

　

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員

の
定
数
を
６
名
か
ら
７
名
に
。

一
般
会
計

特
別
会
計

補 

正 

予 

算

道
路
橋
梁
災
害

復
旧
工
事
を
実
施

国
土
強
靭
化
対
策
の

推
進
を
求
め
る
意
見

書
を
国
へ
提
出

財
産
取
得
及
び

契
約
に
つ
い
て

西
米
良
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　

各
条
例
が
改
正
さ
れ
る

西
米
良
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　

各
条
例
が
改
正
さ
れ
る

西
米
良
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　

各
条
例
が
改
正
さ
れ
る

議
員
発
議

議
員
発
議

議
員
発
議

議
員
発
議
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令和元年 第３回定例会における議員賛否表

報告第５号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

発委第52号

議員発議案
　第53号　

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

西米良村税条例等の一部を改正する条例について

西米良村印鑑条例の一部を改正する条例について

菊池奨学資金条例の一部を改正する条例について 

財産の取得について

平成31年度西米良村デジタル防災行政無線整備工事の
請負契約について　　　　　　　　　　　　　　　　

平成31年度西米良村一般会計補正予算（第５号）

平成31年度西米良村特別会計国民健康保険事業勘定会計
補正予算（第１号）　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成31年度西米良村特別会計国民健康保険診療施設勘定
会計補正予算（第１号）　　　　　　　　　　　　　　　

平成31年度西米良村特別会計介護保険事業勘定会計補正予算（第２号）

平成31年度西米良村特別会計後期高齢者医療事業補正予算（第１号）

平成31年度西米良村特別会計簡易水道事業補正予算（第１号）

平成31年度西米良村特別会計下水道事業補正予算（第１号）

西米良村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

平成31年度西米良村立ふたば園新園舎建設工事請負契約について

西米良村議会委員会条例の一部を改正する条例について

国土強靭化対策の推進を求める意見書

平成30年度西米良村一般会計歳入歳出決算認定について

平成30年度西米良村特別会計国民健康保険事業勘定会計
歳入歳出決算認定について　　　　　　　　　　　　　
平成30年度西米良村特別会計国民健康保険診療施設勘定
会計歳入歳出決算認定について　　　　　　　　　　　
平成30年度西米良村特別会計介護保険事業勘定会計歳入
歳出決算認定について　　　　　　　　　　　　　　　
平成30年度西米良村特別会計後期高齢者医療事業歳入
歳出決算認定について　　　　　　　　　　　　　　
平成30年度西米良村特別会計簡易水道事業歳入歳出決算
認定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成30年度西米良村特別会計下水道事業歳入歳出決算認定について

上
米
良
秀
俊

濵
砂　

征
夫

上
米
良　

玲

白
石　

幸
喜

中
武　

智
和

児
玉　

義
和

黒
木　

竜
二

結　
　

果

７６５４３２１
〇は賛成　　× は反対

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

専決処分した事件の承認について
平成31年度西米良村一般会計補正予算（第４号） 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

議案番号 議  　案　  名



西米良村議会だより
７

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
長

は
、
実
質
的
な
赤
字
や
第
三

セ
ク
タ
ー
等
を
含
め
た
将
来

負
担
額
等
の
指
標
と
な
る
決

算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
、
関
係
す
る
書
類
を
監

査
委
員
の
審
査
を
受
け
、
議

会
に
報
告
し
、
か
つ
住
民
に

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　

各
会
計
に
お
い
て
赤
字
は

発
生
し
て
お
ら
ず
、
一
般
会

計
の
将
来
負
担
額
に
つ
い
て

も
負
担
額
に
対
す
る
財
源
見

込
額
が
上
回
っ
て
い
る
。
ま

た
、
実
質
公
債
比
率
は
前
年

度
か
ら
1.4
％
上
昇
し
た
が
、

5.3
％
で
、
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な

財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る

と
判
断
す
る
。

　

対
象
と
な
る
簡
易
水
道
事

業
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会

計
と
も
に
黒
字
で
あ
り
、
資

金
不
足
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、

健
全
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

　本村においては高齢化や人手不足に加え働き方や生産性の効率化や人材の育成等さまざ

まな問題を抱えながらも、将来の展望に変わる政策が必要とされる時である。観光客数は

毎年減少傾向にあり、その要因が自然災害による影響ということもあるが、近年の観光ニ

ーズの多様化や施設側のマンネリ化等も考えられる。今後、会社としての役割と展望を今

一度見直し、社員一人ひとりの創意工夫で乗り越えていかなければならない。

　各施設全体の客数は７０，２４４名（前年対比 94％）、全体売上１億５,５２１万６千円と（前

年対比 99％）となった。村内経済効果は村内個人仕入７４１万６千円、村内業者仕入２,３６５

万１千円、人件費等が７,８７９万６千円、合計１億９８６万３千円となっている。

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

　　 施設名等

西米良温泉

双子キャンプ場

村所驛物産館

物産加工

ＬＰガス販売

ワーキングホリデー

５１，６０３名

４，９０４名

１３，７３７名

―　　　　

３７５件

１件（２名）

利用者数等 売上（千円）

９８，２４９千円

１４，４２２千円

１６，１３１千円

４，０９０千円

２１，９３３千円

―　　　　

㈱米良の庄の営業報告

財
政
健
全
化
審
査
報
告

財
政
健
全
化
審
査
報
告

財
政
健
全
化
審
査
報
告
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移住・定住希望者の
住宅確保を
　▼
空き家の
利活用も
手段の一つ

　

現
在
本
村
で
は
、
定
住
人

口
の
増
加
を
目
的
と
し
た
移

住
定
住
対
策
促
進
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
現
実
問

題
と
し
て
移
住
、
定
住
希
望

者
が
あ
っ
た
場
合
、
即
座
に

こ
の
人
た
ち
に
対
し
て
適
切

な
対
応
が
で
き
る
の
か
？
そ

れ
だ
け
の
住
宅
の
確
保
が
で

き
る
の
か
不
安
で
あ
る
。
上

米
良
地
区
に
住
宅
が
建
設
中

で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

児
玉 

義
和

玉
児
玉玉
児
玉
児児児児

義義
和
義
和
義義

児
玉
児
玉 

義
和
義
和

児
玉 

義
和

一一
般般
質質

問問

る
が
、
早
急
に
受
け
入
れ
態

勢
を
整
え
、
住
宅
数
に
も
余

裕
を
も
っ
た
状
態
で
事
業
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う

が
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

関
連
し
て
、
老
朽
化
の
著

し
い
田
之
元
住
宅
に
つ
い
て

は
、
急
傾
斜
危
険
区
域
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
建
て
替
え
、

改
修
が
で
き
な
い
と
聞
く
が
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
併
せ

て
伺
い
た
い
。

村
長　

本
村
に
お
い
て
は
、

全
国
に
先
駆
け
て
、
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
制
度
や
役
場

内
に
定
住
対
策
推
進
室
を
設

置
し
た
り
し
な
が
ら
施
策
を

行
う
な
ど
、
そ
の
対
策
を
練

っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
も
あ

り
、
平
成
28
年
度
22
名
、
29

年
度
20
名
、
昨
年
度
22
名
。

３
年
間
で
64
名
の
方
が
Ｉ
タ

ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン
と
し
て
転
入

さ
れ
定
住
い
た
だ
い
て
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
を

　西都市三納地区と越野尾地区を結ぶ幅員5.0ｍ、全延長22,305ｍの１級林道で工事の進

捗率は91.7％となっています。林業や森林の総合的利用等と国道219号線の非常時の迂回

路としても期待され早期完成が望まれます。

　村所地区と小川地区を結ぶ幅員5.0ｍ、全延長

5,456ｍの森林基幹道で工事進捗率は92.8％とな

っています。林業や地域振興に期待され開通す

ると村所～小川間は車で約25分で結ばれます。

〇長谷・児原線

〇小川・石打谷線

西米良村側 西都市側西都市側

どちらも大変な
工事です！現地を調査しました。現地を調査しました。
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受
け
入
れ
る
住
宅
に
つ
い
て

は
、
現
在
不
足
は
生
じ
て
い

な
い
。
定
住
住
宅
政
策
を
推

進
す
る
に
あ
た
り
仕
事
と
住

宅
の
確
保
と
い
う
の
は
、
大

変
重
要
な
要
素
で
あ
る
の
で

今
日
ま
で
他
に
先
駆
け
て
、

定
住
住
宅
の
建
築
な
ど
を
し

て
き
た
経
過
が
あ
る
。

　

Ｉ
タ
ー
ン
者
に
は
、
古
い

住
宅
を
自
分
の
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

入
居
す
る
と
い
う
方
も
増
え

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
空

き
家
の
利
活
用
も
有
効
な
手

段
の
一
つ
と
い
う
ふ
う
に
は

思
っ
て
い
る
。
現
在
、
空
き

家
対
策
と
し
て
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
を
推
進
し
て
い
る
が
、

登
録
件
数
や
所
有
者
と
の
連

絡
調
整
の
課
題
、
希
望
に
沿

っ
た
物
件
が
少
な
い
な
ど
思

う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
現

状
も
あ
る
。
今
後
は
、
よ
り

利
活
用
し
や
す
く
す
る
た
め

の
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
対
策

等
を
し
て
、
移
住
者
へ
の
お

試
し
滞
在
が
で
き
る
よ
う
な

施
策
も
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　

田
之
元
公
営
住
宅
に
つ
い

て
は
昭
和
38
年
に
建
築
さ
れ

56
年
経
過
し
て
い
る
が
、
管

理
戸
数
17
戸
に
対
し
、
14
世

帯
が
入
居
さ
れ
入
居
率
が
高

く
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
も

の
の
、
高
齢
者
や
低
所
得
者

に
と
っ
て
は
、
利
用
し
や
す

い
住
宅
と
し
て
、
貴
重
な
住

宅
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
住
宅
を
も
し
、
建
て

替
え
を
行
う
と
し
た
場
合
、

土
砂
災
害
警
戒
地
域
内
に
あ

る
こ
と
、
崖
の
高
さ
と
同
じ

高
さ
の
擁
壁
を
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
で
、

莫
大
な
費
用
が
い
る
こ
と
が

安
易
に
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、

現
在
17
戸
で
あ
る
か
ら
、
最

低
17
戸
も
し
く
は
17
戸
以
上

を
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
条
件
等
が
、
公
営
住

宅
建
築
法
の
中
に
決
め
ら
れ

て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
る
と
、
早
急
に
新
た
に
田

之
元
公
営
住
宅
を
建
築
す
る

と
い
う
方
向
で
は
な
く
、
当

分
の
間
は
既
存
の
公
営
住
宅

の
改
修
・
修
理
等
を
実
施
し

な
が
ら
、
可
能
な
限
り
使
用

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
も
、

人
口
減
少
社
会
の
到
来
も
勘

案
し
、
既
存
の
住
宅
を
改
修
、

改
築
の
方
向
に
あ
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
た
だ

し
、
入
居
者
の
安
全
、
生
活

の
質
の
確
保
、
建
築
物
の
長

寿
命
化
及
び
過
度
な
財
産
負

担
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
努
め
、
本
格
的
な
改
修
、

建
て
替
え
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

今
後
、
人
口
1
千
人
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
、
村
営

住
宅
の
状
況
や
空
き
家
の
利

活
用
に
つ
い
て
村
民
、
移
住
、

定
住
希
望
者
に
対
し
て
、
多

様
な
希
望
に
添
え
る
よ
う
な

対
策
を
と
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

定
住
政
策
と
呼
応
し
て
、

住
宅
整
備
は
極
め
て
大
切
な

こ
と
で
あ
る
の
で
、
現
時
点

の
私
の
考
え
と
し
て
は
、
今

の
上
米
良
住
宅
の
後
に
は
、

宮
の
瀬
の
保
育
園
跡
の
用
地

に
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
を

具
現
的
に
考
え
て
参
り
た
い
。

児
玉
義
和　

施
策
の
中
の
空

き
家
対
策
に
つ
い
て
、
対
象

で
あ
る
空
き
家
が
、
い
つ
空

き
家
に
な
っ
た
の
か
と
い
う

時
間
が
問
題
で
、
改
修
費
用

等
も
か
な
り
高
く
な
る
。
ま

た
、
問
題
に
な
る
の
が
、
家

の
中
の
家
財
道
具
、
先
祖
を

祀
っ
た
神
棚
、
仏
壇
の
扱
い

で
あ
る
。
家
具
の
片
付
け
は
、

村
の
制
度
（
片
付
け
費
用
）

で
何
と
か
な
る
が
、
神
棚
、

仏
壇
に
つ
い
て
は
、
対
応
が

難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
家
を

借
り
る
人
も
、
そ
う
い
っ
た

物
が
残
っ
て
い
る
と
気
が
進

ま
な
い
。

　

今
後
は
、
こ
う
い
っ
た
問

題
を
ど
う
対
応
す
る
か
検
討

し
て
、
空
き
家
を
住
宅
に
再

現
で
き
れ
ば
、
新
た
に
住
宅

を
造
る
よ
り
良
法
で
は
な
い

か
と
思
う
。
移
住
、
定
住
希

望
者
が
、
来
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
体
制
で
受
け

入
れ
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
願
い
し
た
い
。

中武智和議員が

一身上の都合に

より、10月11日

付けで議員辞職

いたしました。

お知らせ



　「ゆずりは」は、明日に届けたいものをつくるために、ゆず部会の若手を中
心に結成した団体です。次の世代に残したい、こんなものがあったら嬉しい、
明日が楽しみになるものづくりと取り組みを重ねています。
　2019 年５月より、西米良村の新たな柚子商品「ゆずシロップ」の販売を始
めました。西米良育ちの柚子をふんだんに使った「ゆずシロップ」です。ドリ
ンクに割っても、食材と組み合わせても、爽やかな香りと後口を届けてくれる
のが、「由」の「ゆずシロップ」の特徴です。この「由」というのは、私達の商品の、
ひとつの旗印です。
　若い世代が中心の「ゆずりは」ですが、若い世代であるからこそ、次の世代、
次の次の世代に残したいもの、届けたいものを考えて、取り組みを重ねて、少
しずつ現実にしていきます。見かけましたら、「ああ、またなんか始めている
ね」と、ご笑覧いただければ幸いです。
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若い世代の新たな活動を紹介します
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近
年
、「
線
状
降
水
帯
」
や
「
50
年

に
一
度
の
大
雨
」
と
い
う
表
現
で
大

き
な
自
然
災
害
が
各
地
で
起
き
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
ど
こ
に
い
て
も
住

民
が
と
る
べ
き
行
動
が
わ
か
り
や
す

く
直
感
的
に
避
難
情
報
を
理
解
で
き

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
５
段
階
の
警

戒
レ
ベ
ル
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
本
村
の
地
域
防
災
計
画
も
見
直
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
必
ず
や
っ
て
く

る
自
然
災
害
等
の
発
生
時
に
議
会
と

し
て
議
員
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
準

備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
地
域
の

防
災
力
を
高
め
「
自
ら
の
命
は
自
ら

が
守
る
」
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
し

っ
か
り
と
災
害
に
備
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　

（
こ
う
き
）

今回はゆずに関する新たな取組について注目しました。

す
。
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